
一足早いクリスマスのお祝いを申し上げます。 

 

それと同時に、この機会に、南山学園をつくりあげているすべての方々―各学校等で日々勉学や研究等に励

む園児・児童・生徒・学生の皆さん、その保護者・保証人の皆さま、そして、近くから遠くから支えていただいてい

る卒業生の皆さま、企業・行政の皆さま、および教職員の皆さん方―に、心よりお礼を申し上げます。この一年間、

コロナ禍の中で、それぞれに困難を抱えられたと思いますが、南山学園および各設置校へのご理解を賜り、ご支

援をいただき、ともに南山学園および各設置校の使命を果たすためにはたらいていただきましたことに、深く感

謝いたします。 

 

現在のコロナ禍に限らず、世界には、常に、様々な困難が存在しています。しかし、その困難な状況は、わたし

たちが様々なつながりの中に生かされているという事実を確認し、わたしたちに他者への責任を自覚させる機

会となるかもしれません。また、それは、お互いが支え合い、協力し合い、知恵を出し合う機会でもあります。こう

して、究極的には、わたしたち人間も「創られた存在」である、という根本的な事実に気付くことにもなります。 

 

フランスの外交官で、日本にも大使として滞在したことのあるポール・クローデル氏（1868－1955）はこう 

言っています。 

「すべてこの世に存在する苦しみは、臨終の苦しみではなく、産みの苦しみである」。 

わたしには、とてもそのように断言する勇気はありませんが、そうであって欲しい、と心から思います。 

わたしたちが直面しているいろいろな困難と苦しみは、何か、新しいよいものが誕生するための「産みの苦し

み」なのだ、ということ。そして、その新しい幸せのかたちが世界に誕生するためには、わたしたち人間同士の支

え合いと助け合い、まさに「わたしたちの貢献」が必要であることを心に留めたいと思います。 

 

クリスマスは、世界がどのような困難な状況であっても、毎年祝われます。 

それは、クリスマスのメッセージが、キリストは、まさに、このような苦しみと不条理に満ちた世界の 

真っただ中に誕生したのだ、誕生しているのだ、と私たちに告げているからではないでしょうか。 

そして、同時に、聖書は、どのような暗闇の中でも、どのような不条理の中でも、決して 

消えない光がある、消せない光がある、と宣言してわたしたちを励ましています。 

 

わたしたちにとって、キリストは過去の存在ではなく、現在のわたしたちを照らし行くべき道を指し示してくれ

る存在です。わたしたち南山学園もその光を受けながら、希望をもって教育研究活動を展開してまいります。  

1932 年にヨゼフ・ライネルス神父により創立された南山学園は来年 90 年を迎えます。皆さまのご協力、皆さ

まの毎日のご苦労を通して、南山学園の光が今も引き継がれていることに、改めて感謝しながら、その感謝の中

で、クリスマスを祝いたいと思います。 

 

クリスマスおめでとうございます！ 
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